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●政務活動報告 …………………………………………Ｐ15

あ
ま
く
さ
市
議
会
だ
よ
り

第
32
号  

2
0
2
0
年
５
月
号

発
行
：
天
草
市
議
会

編
集
：
天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会  

　先
日
、
私
が
大
好
き
な
芸
人
さ
ん
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
、
改
め
て
怖

い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
目
に
見

え
な
い
敵
で
も
あ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
な
か
、
デ
マ
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

な
く
な
る
な
ど
の
状
況
も
起
き
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
不
安
に
な
る
よ
う
な
デ
マ
は
、
本
当
に

迷
惑
で
困
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
詐
欺
な
ど

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　ぜ
ひ
、
天
草
市
の
安
心
安
全

メ
ー
ル
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
正
確
な
情
報
を
知
り
、
冷

静
な
判
断
と
行
動
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
柴
田

　誠
）

2020年５月号
第32号市議会だより

　天草西海岸の十三仏公園には、ソメイヨシノ約200本が
きれいに咲き誇り、そこから見える景勝地・妙見浦との
コラボレーションは、訪れた人々の心を癒していました。
　この妙見浦をはじめとする天草の自然資源の活用を推
進するため、４月から、これまでの天草ジオパークの活
動を引き継ぎ、「海にうかぶ博物館あまくさ」としての活
動が始まりました。　　　　（７ページに関連予算を掲載）

春の訪れとともに、
新たな活動が始まる
春の訪れとともに、
新たな活動が始まる
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追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令

天草市安心安全メール
門口　徹

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

移住定住促進の取り組みのその後を追跡せよ‼

移住定住促進の取り組みに関する追跡調査報告書

　県内でもトップクラスの移住者数を数える本市。平成30年第３回定例会における
一般質問において、移住・定住の増加を図るためのニーズに応じた支援について説明
を求めたところ、中村市長より「平成30年度中に、移住・定住促進計画を策定し、
４年間で400人の受け入れを目ざす」との答弁が行われた。
　今回は、「移住・定住促進の取り組み」のその後を追跡し、報告せよ！！

　中村市長の答弁後の平成31年３月には、「天
草市移住・定住促進計画」が策定され、本市
の移住・定住の明確な方針が示されました。
　本市では、移住・定住にかかる取り組みを
開始した平成20年度から本年３月末までの間
に、341世帯、665人の移住者を受け入れて
いるところです。平成27年度からは、本市へ
の移住者を市の「移住・定住コーディネーター」
として任用（現在３人）し、移住希望者のニー
ズ把握ときめ細かな相談体制を整備したこと
で増加が著しく、特に、平成29年度と平成30
年度は年間100人を超える多くの方々に、本
市を移住先として選んでいただいております。

　また、年に２
回開催されてい
る移住者交流会
の参加者を対象
に実施したアン
ケート調査によ
ると、本市へ移
住する決め手と
して「住居に関
する支援があっ
たこと」が約半数を占め、続いて「地元の方
の紹介があったこと」が３割を占めています。
　このことは、県内でもいち早く空き家バン
クに取り組んだことや、地域が移住者を温か
く受け入れる雰囲気が醸成されているあらわ
れです。
　「天草市移住・定住促進計画」では、天草で
見つけた自分らしい暮らし「あまくさライフ」
を基本理念として、「住まい」「仕事」「暮らし」
「情報」の４つの柱のもと、令和元年度からの
４年間で、新規の問い合わせ件数1,200件、
移住者数400人の目標が掲げられています。
目標達成に向けて、関係部署が連携を図りな
がら、着実に取り組みが進められていました。
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▲東京での移住相談会のようす
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農
業
の
担
い
手
育
成
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て

TOPIC

01
令和２年
第２回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案は42件
※議案一覧は５ページに掲載。

新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　令和２年第２回定例会は、２
月25日（火）から３月19日（木）
の24日間の会期で行いました。
　条例の改正や当初予算などの
議案等が提出され、慎重審議の
結果、すべて原案どおり可決し
ました。
　今号では、この中から３件を
詳しく紹介します。

TOPICS

●条例 …………… 20件
●その他 …………  ８件
●予算 …………… 14件

　
総
額
５
２
８
億
８
３
８
万
１
千
円
と
な
っ
た
令
和
２
年

度
天
草
市
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
５
日
、
６
日
、
９
日
、

10
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
る
予
算
決
算
委
員
会
お
よ
び

本
会
議
で
審
査
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※

担
い
手
育
成
緊
急
支
援
事
業
な
ど
就
農
支
援
者
支
援
施

策
以
外
の
当
初
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６

〜
７
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

担
い
手
育
成
緊
急
支
援
事
業
を
含
む

一
般
会
計
予
算
を
可
決

農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
支
援

す
る
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

数
多
く
の
就
農
者
支
援
施
策
に
よ
り

就
農
者
増
に
期
待

 

内
容

　
農
家
の
高
齢
化
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
多
様
な
農
業

担
い
手
の
育
成
・
支
援
を
行
う
た
め
、
市
内
の
農
業
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
た
新
規
就
農
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構

築
し
、
効
果
的
な
新
規
就
農
者
の
確
保
、
育
成
を
図
る
。

●
担
い
手
育
成
緊
急
支
援
事
業
　 

１
，３
０
０
万
円

 

内
容

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
方
に
給
付
金
を
交

付
し
、
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る
。（
国

補
助
１
０
０
％
）

 

質
疑

■問
担
い
手
育
成
緊
急
支
援
事
業
と
の
連
携
は
。

■答
本
事
業
で
新
規
就
農
後
５
年
以
内
、
１
人
あ
た
り

年
間
１
５
０
万
円
の
給
付
を
行
う
。
担
い
手
育
成
緊

急
支
援
事
業
で
は
、
営
農
指
導
員
や
専
門
支
援
員
な

ど
に
よ
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

●
農
業
次
世
代
育
成
人
材
投
資
事
業（
経
営
開
始
型
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
，３
１
５
万
９
千
円

 

内
容

　
国
の
投
資
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
新
規
親
元
就

農
者
な
ど
に
対
す
る
給
付
金
や
新
規
就
農
後
の
経
営

規
模
拡
大
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
に
対
し
助
成
を

行
う
。（
市
単
独
事
業
）

 

質
疑

■問
各
種
支
援
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

■答
東
京
や
大
阪
、
福
岡
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
農
業

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、
市
単
独

の
支
援
事
業
は
大
き
な
Ｐ
Ｒ
材
料
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
。

●
新
規
就
農
者
支
援
事
業
　
３
，０
７
０
万
円

・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

・
専
門
職
員
の
配
置
、
経
営
改
善
計
画
・
青
年
等
就
農
計

画
策
定
の
支
援
お
よ
び
同
計
画
に
基
づ
く
経
営
支
援

・
経
営
相
談
会
、
経
営
研
修
会
の
開
催

・
新
規
就
農
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
（
新
規
）

 

質
疑

■問
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
概
要
及
び
そ
の
役

割
に
つ
い
て
。

■答
関
係
機
関
で
組
織
す
る
天
草
市
担
い
手
育
成
支
援
協

議
会
内
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、熊
本
県
天
草
広
域
本
部
、

農
業
委
員
会
、Ｊ
Ａ
、
農
業
振
興
課
が
連
携
し
て
新
規
就

農
者
の
就
農
支
援
を
行
い
、
多
様
な
新
規
就
農
者
を
確
保

す
る
。

○目的
・農家の高齢化、人口の減少を踏まえ、多様な農業担い手の育

成・支援を行う。
・市内の農業関係機関が一体となった新規就農のサポート体制

を構築し、効果的な新規就農者の確保、育成を図る。

○基本方針
・研修生の募集、受入れ窓口を天草市担い手育成支援協議会に一

本化し、研修受入農家の選定、研修カリキュラムの策定を行う。
・自立経営者のほか、雇用就農、兼業農家、短時間農作業従事者な

ど多様な農業担い手を育成、確保するための体制づくりを行う。

組織構成 業　　務 役　　割
・農業担い手の育成・確保を支援する天草

市担い手育成支援協議会内に次の関係
機関で構成する「新規就農サポートセン
ター」を設置する。

〇ＪＡ（あまくさ・本渡五和）
〇県（天草広域本部）
〇市（農業委員会・農業振興課）
※「新規就農サポートセンター」にて、構成
機関の職員が出席する「サポート会議」を
開催。

・サポート会議を定期または臨時に開催
し、次の事項について協議し各関係機関
連携による支援を実施する。

①新規就農研修生の募集・受入審査・研修
プランニングの協議・研修支援

②就農支援
③多様な農業担い手（雇用就農・兼業農

家・短時間農作業従事者等）を育成・確
保するための体制づくり

■ＪＡ（あまくさ・本渡五和）
・研修内容、研修先の選定
・研修、指導の支援・調整
・就農後の技術指導等の支援
■県（天草広域本部）
・農業技術、経営指導
・市、ＪＡへの専門的助言
■市（農業委員会・農業振興課）
・集落、部会等との連携による新規就農

者への優良農地の斡旋
・新規就農研修生、新規就農者への給付

金等補助金支援
・サポートセンターの事務局

天草市新規就農サポート体制の充実に向けて

▲市役所南側に新たに駐車場が増設されました▲新規就農を目ざして研修中の新規就農希望者

▲栽培管理について相談する新規就農者
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TOPIC

02
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に

伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
の
発
行
を
廃
止

 

内
容

　
通
知
カ
ー
ド
の
紛
失
時
は
、
通
知

カ
ー
ド（
紙
製
）の
再
発
行（
有
料
５
０

０
円
）ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
新
規
取
得（
無
料
）と
な
る
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に
伴

い
、
通
知
カ
ー
ド
の
発
行
事
務
が
廃
止

と
な
る
。

（
施
行
日
は
、
国
の
政
令
で
定
め
る
日

ま
た
は
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
）

 

質
疑

■問
市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
目
標
は
。

■答
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
が
始
ま
る
た
め
、
令
和

３
年
３
月
ま
で
に
、
国
が
掲
げ
て
い
る

国
民
の
47
％
取
得
目
標
に
向
け
て
、
市

民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
次
の
場
合

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類

・
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
・
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引

令和２年 第２回定例会

市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
47
％
を
目
標

TOPIC

03
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
を
創
設

 

内
容

　
森
林
環
境
税
お
よ
び
森
林
環
境
譲
与

税
に
関
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
当

該
譲
与
税
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

森
林
の
整
備
に
関
す
る
諸
施
策
に
要
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
に
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
金
条
例
を
定

め
る
。

 

譲
与
税
の
交
付
対
象

　
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
で
、
譲
与

基
準
は
、
私
有
人
工
林
面
積
、
林
業
就

業
者
数
、
人
口
に
よ
り
按
分
さ
れ
、
そ

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
整
備
に

関
す
る
施
策
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
。

 

譲
与
額

　
令
和
元
年
度
は
約
３
千
万
円
、
令
和

２
年
度
見
込
額
は
約
６
，４
０
０
万
円

で
あ
り
、
今
後
は
段
階
的
に
嵩
上
げ
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
・
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及

啓
発
等
の
新
た
な
森
林
整
備
な
ど
に
関
す
る
費
用
に

 

質
疑

■問
本
市
で
森
林
環
境
譲
与
税
を
充
て

る
事
業
の
対
象
と
、
そ
れ
以
外
の
森
林

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

■答
ま
ず
、
本
市
に
お
い
て
は
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
を
主
体
と
し
た
人
工
林
の
経
営

管
理
に
関
す
る
意
向
調
査
に
充
て
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
天
然
林

に
つ
い
て
は
、
森
林
情
報
バ
ン
ク
制
度

に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
と
林
業
経
営

体
を
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
る
。
今
後
は
、
天
然
林
を
含
め
、

新
た
な
森
林
整
備
に
関
す
る
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

令和元年度天草市一般会計補正予算（第10号）
令和２年度天草市一般会計予算
令和２年度天草市国民健康保険特別会計予算
令和２年度天草市後期高齢者医療特別会計予算

令和２年第２回天草市議会（定例会）議案

賛否表
議第２９号
議第３０号
議第３１号
議第３３号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※古賀源一郎議員は議長職のため、表決には加わりません。

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果
議第 ２ 号 天草市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例及び天草市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定

について（行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決
議第 ３ 号 天草市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について（会計年度任用職員制度の

導入に伴い、給料等の支給対象となる非常勤の職員の公務災害補償の補償基礎額を新たに定めるため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決
議第 ４ 号 天草市地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について（一町田地区コミュニティセンターの改築に伴い、本施

設における基本使用料及び冷暖房使用料を定めるため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決
議第 ５ 号 天草市運動広場条例の一部を改正する条例の制定について（新たにアーチェリー場を整備するため、また、市内2 カ所の運動広場の

夜間照明施設を廃止するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 ６ 号
天草市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準の一部改正を踏まえ、放課後児童支援員認定資格研修の実施機関の追加及び研修修了の経過措置期間を
更に 3年延長するため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第 ７ 号 天草市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について（令和元年度に休園となり、令和2年度も入所児童の応募がなかった天草
市立栖本保育所を廃止するため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第 ８ 号 天草市在宅介護支援サテライト施設条例の一部を改正する条例の制定について（「天草市在宅介護支援サテライト施設ふたうら」を
旧牛深幼稚園に「在宅介護支援サテライト施設うしぶか」として、機能を移転させることに伴い、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第 ９ 号 天草市保健福祉センター条例等の一部を改正する等の条例の制定について（複数ある施設の名称を地区コミュニティセンターに統一
するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第10号
天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
の一部改正に伴い、通知カードの再交付手数料を廃止するため、また、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部改
正を踏まえ、新たに事務手数料を定めるため、条例を改正するもの）

市民生活 原案可決

議第11号 天草市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について（成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等
を図るための関係法律の整備に関する法律の施行を踏まえ、印鑑の登録要件を見直すため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第12号 天草市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について（短時間労働者の雇用管理の改善等に関する法律の一部改正に伴い、
条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第13号 天草市森林環境譲与税基金条例の制定について（森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の公布を踏まえ、森林の整備及びその
促進に関する施策を実施する基金を創設するため、条例を制定するもの） 建設経済 原案可決

議第14号 天草市新和小宮地地区農業構造改善センター条例を廃止する条例の制定について（令和元年度から休止施設となっており、本年3月
で耐用年数である 26年が経過することから、公の施設としての用途を廃止するため、条例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第15号 天草市総合交流ターミナル施設ユメール条例の一部を改正する条例の制定について（市内温泉施設の入浴に係る料金を統一するため、
また、機器が老朽化しているトレーニングルームを廃止するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第16号 天草市バンガロー等施設条例の一部を改正する等の条例の制定について（天草町の天草市藍の岬キャンプ村の廃止に伴い、同施設の
テントサイトをキャンプ施設として管理するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第17号 天草市営住宅条例等の一部を改正する条例の制定について（民法の一部改正を踏まえ、敷金や修繕費用の負担を明確にするため、ま
た、法定利率の見直しに対応するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第18号 天草市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について（老朽化による建物解体２件を行うため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決
議第19号 天草市ふれあいセンター条例の一部を改正する条例の制定について（深海町下平いきいきふれあい館を廃止するため、条例を改正す

るもの） 教育厚生 原案可決
議第20号 天草市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例及び天草市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て（地方自治法の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決
議第21号 あらたに生じた土地の確認について（御所浦町の横浦漁港区域内の漁港整備事業に伴うもの） 総務政策 原案可決
議第22号 字の区域の変更について（御所浦町の横浦漁港区域内の漁港整備事業に伴い、字の区域を変更するため、地方自治法の規定により、

議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決
議第23号 第２次天草市総合計画後期基本計画の変更について（天草市総合計画の基本計画を変更するため、天草市議会基本条例の規定により、

議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決
議第24号 指定管理者の指定について（二江地区コミュニティセンター）（「二江地区コミュニティセンター」の指定管理者を指定するため、地

方自治法の規定により、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決
議第25号 指定管理者の指定について（一町田地区コミュニティセンター）（「一町田地区コミュニティセンター」の指定管理者を指定するため、

地方自治法の規定により、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決
議第26号 指定管理者の指定について（天草宝島国際交流会館ポルト）（「天草宝島国際交流会館ポルト」の指定管理者を指定するため、地方自

治法の規定により、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決
議第27号 公有水面埋立免許に関する意見を述べることについて（新和町中田の主要地方道本渡牛深線道路改良事業に伴い、公有水面埋立て許

可に関する意見を述べるため、公有水面埋立法の規定により、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決
議第28号 市道路線の認定及び廃止について（市道について、1路線の認定及び 1路線の廃止に伴い、道路法の規定により、議会の議決を求め

るもの） 建設経済 原案可決

議第29号
～

議第42号

令和元年度天草市一般会計補正予算（第10号）
令和２年度天草市一般会計予算
令和２年度天草市国民健康保険特別会計予算
令和２年度天草市介護保険特別会計予算
令和２年度天草市後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計予算
令和２年度天草市国民健康保険診療施設特別会計予算
令和２年度天草市歯科診療所特別会計予算
令和２年度天草市斎場事業特別会計予算
令和２年度天草市一町田財産区特別会計予算
令和２年度天草市新合財産区特別会計予算
令和２年度天草市病院事業会計予算
令和２年度天草市水道事業会計予算
令和２年度天草市下水道事業会計予算

予算決算 原案可決

議第43号 天草市環境基本条例の一部を改正する条例の制定について（組織機構の見直しに伴い、部署の名称に変更が生じるため、条例を改正
するもの） 付託省略 原案可決

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊
郎
一
源
賀
古
山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
口
門

　
　

徹
議第29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第30号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第31号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第33号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決



あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

　天草市議会では、予算や決算の審査
を行う予算決算委員会を設置しており、
令和２年第２回定例会では、補正予算
１件（一般会計１件）、当初予算13件（一
般会計１件、特別会計９件、企業会計
３件）が提出され、審査を行いましたが、
すべて原案どおり可決しました。
　ここでは、一般会計の主な事業および
２つの特別会計についてお知らせします。

当初予算を厳しく審査しました
令和２年度当初予算額

一般会計　 ５２８億８３８万１千円
 （前年比　　▲１９億９，００５万５千円）
特別会計　 ２７１億６３６万８千円
 （前年比　　　　９億８，９２１万１千円）
合　　計 　７９９億１，４７４万９千円
 （前年比　　▲１０億８４万４千円）

令
和
２
年
度
天
草
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

令和２年 第２回定例会当初予算を厳しく審査しました

以前に指摘した事項は
改善されているか？

この事業の
内容は？

必要な金額が配分
されているか？

　本渡～牛深間の国道休憩施設
として、宮地岳地区に観光拠点
施設を整備することにより、天
草島内の周遊性を高める。

■問 経営支援業務の委託内容お
よびその必要性は。
■答 宮地岳観光交流施設の物産
販売部門は、地元で設立される
会社に委託する予定となってお
り、専門的な方のアドバイスを
求める要望もあっていることか
ら、必要に応じ、同社および出
荷協議会に対し、商品のブラッ
シュアップや陳列など、指導を
していただく。

質疑

内容

質疑

　天草市、上天草市および苓北
町の地域住民、行政などが連携
して、天草地域における地質遺
産および関連する文化遺産の保
護並びに活用を図り、地域の活
性化を図る。

■問 ジオパーク活動終了後の事
業の進め方は。
■答 これまでジオパーク推進協議
会で行ってきた事業を継続しな
がら、「海にうかぶ博物館あまく
さ」として事業を推進していく。
■問 ジオパーク活動終了に伴う
ジオサイトなどの看板の文言修
正は。
■答 すでに令和元年度のジオパー
ク推進協議会の予算で修正を進
めており、ほぼ完了している。

  

質
疑
　

■問 

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

■答 

40
歳
を
迎
え
た
方
の
健
診
個
人
負
担

の
無
料
化
や
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ

で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

健
診
未
受
診
者
で
地
域
健
診
の
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
国
民
健

康
保
険
の
診
療
報
酬
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー

タ
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣
病
で
の
受

診
の
有
無
に
よ
り
対
象
者
を
分
け
、
健

診
の
内
容
や
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

■問 

国
保
税
算
定
に
お
け
る
子
ど
も
の
均

等
割
に
つ
い
て
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
。

■答 

令
和
元
年
度
か
ら
芦
北
町
が
18
歳
以

下
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
し
て
い

る
。
現
在
、
県
が
主
体
と
な
り
国
保
運

営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
全
国
知
事
会
お
よ
び
全
国
市

長
会
か
ら
国
に
対
し
て
、
均
等
割
の
軽

減
に
つ
い
て
申
し
入
れ
も
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
１
自
治
体
で
の
問
題

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質疑

　小・中学校の統合により、遠
距離通学となった児童・生徒の
安全かつ安心な通学手段を確保
する。

■問 小中学校の混乗を推進すべ
きではないか。
■答 路線の統合などの見直しは
行っているが、小・中学校では、
１日のスケジュール、１年間のス
ケジュールが違うためその調整が
必要である。新たな乗車定員の
設定、運行経路などがハードル
となるため、今後はこれらを勘案
しながら検討していく。

宮地岳観光交流施設整備事業
4億2,016万９千円
スクールバス運行事業

270万7千円
自然資源活用推進事業

1,142万9千円

　市地域公共交通網形成計画に
基づき、費用対効果が高く、実効
性のある施策を企画立案する。

■問 地域公共交通会議の中で、産
交バスのほかに、福祉バス、ス
クールバス、デマンドバスなどの
交通手段の合理化策について議
論を行っているのか。
■答 地域公共交通会議を２回開
催し、有明町楠甫地域への乗り
合いタクシー導入などについて
議論を行った。また、教育部局
と協議を行い、路線バスとス
クールバスの路線の重複状況、
路線バスのダイヤの状況、ス
クールバス利用者の数、バス停
の場所など総合的に勘案して、
移行可能な地域を設定し、シ
ミュレーションを行っていく。

内容内容

質疑

質疑

　捕獲者の負担軽減を図るとと
もに被害農家が自衛捕獲に参加
しやすい環境を整備し、捕獲さ
れたイノシシを地域の有用な資
源としての活用を図る。

■問 捕獲されたイノシシを肥料
等に資源化する資源化処理施設
の整備予定地及び処理能力は。
■答 整備地として新和町を想定し
ており、処理能力は１日で最大
14頭程度である。

質疑

内容

内容内容

　若者のＵＩＪターンに向けた
情報発信や就職面談会の開催に
よる就職支援、また、スキルア
ップできる環境を整備し、起業・
創業につながる人材を育成する
ことにより、産業振興および地
域活性化を図る。

■問 この事業で行うＩＴ等スキ
ルアップ研修の概要及び見込ま
れる効果は。
■答 基礎的なＩＴ技術
に加え、ウェブデザ
インや動画制作とい
った専門的な技術も習得できる
講座を実施したい。また、高い
ＩＴスキルを天草でも習得でき
る機会を設けることにより、若
者の定着につながる。

公共交通対策事業

631万9千円
天草未来人材育成・就職

促進事業 4,360万円
有害鳥獣資源化事業

468万1千円

令和２年度一般会計予算

１
２
４
億
６
，７
５
９
万
２
千
円

令
和
２
年
度
天
草
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

  

質
疑
　

■問 

看
護
師
に
よ
る
個
別
訪
問
指
導
の
対

象
に
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者
も
加
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■答 

看
護
師
に
よ
る
個
別
訪
問
指
導
は
、

看
護
師
２
名
体
制
で
、
75
歳
以
上
か
ら

84
歳
ま
で
の
高
齢
者
で
医
療
中
断
者
と

健
診
結
果
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
。
令
和
元
年
度
の
対
象
者

は
６
５
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ン
パ

ワ
ー
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
対
象
者

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

13
億
５
，４
０
２
万
７
千
円
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※令和元年第４回定例会終了後から令和２年第２回定例会までの間に開催された本会議および委員会への出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

※古賀源一郎議長と船辺修副議長は、委員外議員として出席

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【議会運営委員会・議会改革調査特別委員会】

【会派代表者会議】

【広報広聴委員会】

令
和
２
年
６
月
定
例
会

　
　 

会
期
日
程（
予
定
）

６億４,０９８万５千円を追加し、
総額５８４億７,２９１万１千円に

４億９６４万３千円を追加し、総額５７８億３,１９２万６千円に

補正
予算

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
主
な
内
容
や
３
月
４
日
に
行
っ
た
予
算
決
算
委
員
会
で
の
質

疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　令和２年天草市議会第１回臨時会が１月27日に開催され、補
正予算１件の議案が提出され、原案どおり可決されました。

１億5，453万４千円
●学校通信ネットワーク整備事業

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

市
内
の
全
小
・
中
学
校
に
高
速

大
容
量
通
信
が
可
能
な
学
校
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

国の補正予算に伴う事業を活用して、市内の全小・中
学校に、高速大容量通信が可能な学校通信ネットワーク整
備を行うため、補正する。

■問 校内ＬＡＮの整備に伴い、各学校に
ＩＣＴ機器は整っているのか。
■答 平成27年度からＩＣＴ機器の整備
を進めており、現在、タブレットが4.5人に１台、各教室に
実物投影機とスクリーンを整えている。国では、タブレッ
トの配置について、１人１台との方針が示されていること
から、今後、さらに整備を進めていく。

質疑

内容

5,348万４千円（ （●地方バス路線運行維持対策事業

●令和２年第１回臨時会議案

令和元年度の路線バス運行経費確定に伴い、路線バスを運行するバス
事業者に対する欠損補助額が当初予算額を上回ったため、補正する。

■問 今後の公共交通機関のあり方について。
■答  路線バスは、自治体が、自動車を運転できない住民の通勤・通学・買い物などの日常生活の移
動手段のために用意することが望まれる公共交通機関である。現在の路線バス網は、不採算路線で
あることも事実であり、現在、平成30年３月に策定した「天草市地域公共交通網形成計画」に基づき、
利用の少ない路線バスを廃止し、その他の経済的負担の少ない公共交通に代替することを進めてい
る。今後の公共交通網整備については、本渡・牛深間などの幹線道路は、現状の路線バスで対応し、
旧町単位での生活圏内での移動については、乗り合いタクシーや地域内を運行するコミュニティバ
スなど、ニーズに応じて交通の移動手段を確保していく。

質疑

内容

ふるさと応援寄附金の増額補正に伴い、業務委託料などの予算が不足するため、補正する。
【ふるさと応援寄附金の見込額】
　・補正前：４億円　　補正後：６億５千万円（２億５千万円の増）

【寄附金（見込額）の増加に伴う事業費の増】
　・補正前：２億3,994万６千円　　補正後：３億9,958万9千円（１億5,964万3千円の増）

内容

令和２年 第２回定例会

開催日 委員名

天政 市民 政友 新風 共産 公明 議長 副議長

田
池

　

之
裕

塚
大

　

生
基

崎
浜

　

臣
昭

尾
中

　

二
友

池
蓮

　

正
良

木
赤

　

男
武

郎
一
源
賀
古

辺
船

　
　

修
３月17日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

㊋
日
９
月
６

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

月
６

12

㊎
日

議
会
本

疑
質

月
６

15

㊊
日

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

月
６

16

㊋
日

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

月
６

17

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

月
６

22

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

23

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

24

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

26

㊎
日

議
会
本

論
討・
告
報
長
員
委

決
採
　

会
閉

令和２年
第１回臨時会

議案番号
議第１号

件　　　　　名
令和元年度天草市一般会計補正予算（第９号）

付託先
付託省略

議決の結果
原案可決

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

人
千
三
村
中

山
若

　

介
敬

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基

郎
一
幸
下
宮

田
前

　

之
正

通
五

　

作
俊

郎
一
昇
田
下

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

木
勝

　

生
幸

洲
濱

　

心
大

口
門

　
　

徹

中
田

　
　

茂

崎
浜

　

昭
義

山
平

　

司
泰

田
池

　

之
裕

木
赤

　

男
武

郎
一
源
賀
古

嶋
五

　

彦
善

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

島
脇

　

純
義

辺
船

　
　

修

田
益

　

昭
政

井
澤

　

富
一

１月20日 県市議会議員研修会（熊本市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１月27日 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１月27日 建設経済常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月10日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月20日 建設経済常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月25日 教育厚生委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月25日 第２回定例会　本会議（開会、施政方針・

提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月28日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 2 日
　  ・3 日

常任委員会（総務政策・市民生活・建設
経済・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 4 日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 5 日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 6 日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 9 日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月10日 常任委員会（予算決算） △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月16日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月17日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月19日 本会議（委員長報告、討論、採決、閉会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
池

　

之
裕

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基

中
田

　
　

茂

木
赤

　

男
武

戸
鶴

　

啓
継

田
益

　

昭
政

郎
一
源
賀
古

辺
船

　
　

修
１月22日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月18日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月25日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月28日 議会運営委員会／議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 4 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月17日 議会運営委員会／議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠 郎
一
昇
田
下

池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

戸
鶴

　

啓
継

通
五

　

作
俊

口
門

　
　

徹
12月27日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１月14日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月10日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月28日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月10日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月17日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正後予算額
3億5,348万4千円
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　一般質問が３月16日、17日の２日間で行わ
れ、８人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

■田中  

事
業
所
の
経
営
状
況
・
課
題
は
。

■産業政策課長  

厳
し
い
経
営
状
況
の

の
事
業
者
が
過
半
数
を
超
え
、
特
に
小

売
業
は
７
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
経

営
課
題
は
、「
新
規
顧
客
の
獲
得
」
が

総
じ
て
高
く
50
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

■田中  

市
の
支
援
策
（
持
続
化
補
助
金

等
）
へ
の
認
知
度
・
利
用
度
合
は
。

■産業政策課長  「
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
」、「
知
ら
な
い
」
が
合
わ
せ
て
８
割

を
占
め
て
い
る
。
理
由
は
、「
条
件
が

合
わ
な
い
」
が
約
半
分
、「
ど
の
施
策

が
利
用
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」、

「
利
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
続

い
て
い
る
。

■田中  

条
件
面
で
制
約
が
あ
る
の
か
、

事
業
者
が
求
め
る
施
策
内
容
と
の
違
い

は
。■経済部長  

単
な
る
買
い
替
え
や
リ

フ
ォ
ー
ム
、
汎
用
性
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
導
入
、
ま
た
、
店
舗
移
転
な
ど

に
係
る
経
費
を
対
象
外
に
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
新
た
な
事
業
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る
。
１
事
業
者

１
回
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
経
済
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す

る
。■田中  

利
用
条
件
・
利
用
回
数
制
限
の

緩
和
を
要
望
。

■田中  

事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
。■産業政策課長  

廃
業
予
定
事
業
者
は

33
・
１
％
で
あ
り
、
廃
業
の
理
由
と
し

て
、
事
業
の
存
続
に
不
安
を
抱
え
る
事

業
者
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。

■田中  

商
工
業
の
振
興
と
多
様
な
働
く

場
の
創
造
に
つ
い
て
思
い
を
。

■市長  

独
自
の
施
策
の
効
果
も
出
て
い

る
。
施
策
財
源
は
、
継
続
し
て
国
へ
要

望
す
る
。
支
援
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で

も
、
市
単
独
で
予
算
を
確
保
し
強
力
に

産
業
政
策
を
進
め
る
。

■中尾  

寄
託
資
料
の
毀
損
と
管
理
活
用

で
寄
託
者
へ
の
説
明
は
。

■観光文化部長  

寄
託
資
料
へ
の
不
適

切
な
マ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
１
月

８
日
ま
で
に
全
て
の
寄
託
者
の
皆
様
に

謝
罪
を
済
ま
せ
た
。
市
内
お
よ
び
県
内

の
方
へ
は
、
市
長
直
筆
の
署
名
入
り
の

お
詫
び
文
書
を
添
え
、
ご
自
宅
な
ど
へ

訪
問
し
、
県
外
の
方
へ
は
電
話
と
お
詫

び
の
文
書
の
郵
送
で
対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
大
切
な
資
料
へ
の
不
適
切

な
処
理
に
も
関
わ
ら
ず
皆
様
か
ら
寛
容

に
お
許
し
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
。
今
後
の
業
務
は
、
現
在
、
数
点
の

修
復
を
終
え
た
が
、
多
く
は
容
易
に
で

き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
専
門
家
へ

の
相
談
や
修
復
の
実
験
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
部
品
の
取
り
替
え
な
ど
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
全
て
の
寄
託
者
が
納
得
の
い
く
方
法

で
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■中尾  

資
料
館
の
効
果
的
な
情
報
発
信

は
。■観光文化部長  

﨑
津
集
落
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
で
、
天
草
の
歴
史
と
文
化

へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
な

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
館
に
お
い
て
は

情
報
発
信
し
て
い
る
が
、
資
料
館
の
一

体
的
な
情
報
発
信
が
不
足
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
で
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
３
館
（
天
草
キ
リ

シ
タ
ン
館
・
ロ
ザ
リ
オ
館
・
コ
レ
ジ
ヨ

館
）の
共
通
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

同
時
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
す
べ
て
巡
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
天
草
の
キ
リ

シ
タ
ン
史
が
理
解
で
き
る
こ
と
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

の
推
進
と
天
草
目
標
設
定
に

　
つ
い
て

蓮
池 

良
正 

議
員

●
文
化
財
の
保
存
と
管
理
活
用
に
つ
い
て

中
尾 

友
二 

議
員

●
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
ア
ン

　 

ケ
ー
ト
）

田
中 

茂 

議
員

【
食
料
自
給
率
向
上
に
貢
献
す
る
産
業

政
策
】■蓮池  

本
市
は
一
次
産
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
推
進
し
て
い
る
。
従
事
者
の
中

核
と
な
る
次
世
代
を
育
成
す
る
親
元
就

業
支
援
の
継
続
拡
充
が
必
要
で
は
。

■経済部長  

平
成
29
年
度
か
ら
市
独
自

の
給
付
金
事
業
を
立
ち
上
げ
、
就
業
へ

の
意
欲
の
呼
び
水
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
認
定
数
は
、

農
業
分
野
29
人
、
林
業
分
野
２
人
、
水

産
分
野
29
人
で
、
そ
の
う
ち
親
元
就
業

者
は
20
人
。
農
業
分
野
で
は
、
４
月
か

ら
Ｊ
Ａ
・
県
・
市
で
新
規
就
農
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
予
定
で
あ
る
。

■蓮池  

６
次
産
業
化
推
進
の
勘
所
は
販

売
戦
略
が
大
事
と
考
え
る
。
取
り
組
み

状
況
な
ど
を
伺
う
。

■産業政策課長  

天
草
宝
島
物
産
公
社

へ
の
市
内
生
産
者
の
登
録
が
１
６
４

者
、
取
引
先
が
２
４
８
者
で
、
同
公
社

を
介
し
て
平
成
30
年
度
に
取
引
し
た
市

内
生
産
者
は
１
０
６
者
と
な
っ
て
い

る
。
生
産
者
が
市
外
物
産
展
な
ど
へ
出

展
す
る
際
は
、
旅
費
等
補
助
し
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

■蓮池  

一
次
産
業
を
多
面
的
に
取
り
組

む
た
め
に
は
根
拠
法
令
が
必
要
で
あ

る
。
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ

け
推
進
し
て
い
く
た
め
の
条
例
創
設
が

必
要
で
は
。

■市長  「
一
次
産
業
の
発
展
な
し
に
天

草
の
発
展
な
し
」
と
い
う
強
い
思
い
の

も
と
、
一
次
産
業
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
一
次
産
業
推
進
の
た
め
の
条

例
制
定
は
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

特
別
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

（
※
）Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）・・・

Sustainable Developm
ent Goals

の
略
。
17
の

グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な

る
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
。

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

中
田

　
　

茂

業
事
模
規
小
・
業
企
小
中
（
て
い
つ
に
興
振
の
業
工
商
①

２

尾
中
　

二
友

て
い
つ
に
針
方
政
施
①

て
い
つ
に
用
活
理
管
と
存
保
の
財
化
文
②

３

池
蓮
　

正
良

て
い
つ
に
り
く
づ
ち
ま
①

て
い
つ
に
定
設
の
標
目
草
天
と
進
推
の
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
②

４

田
前
　

之
正

て
い
つ
に
税
与
譲
境
環
林
森
び
及
税
境
環
林
森
①

に
備
整
観
景
辺
周
の
等
地
勝
景
、
所
望
展
、
園
公
然
自
②

て
い
つ

５

山
平
　

司
泰

て
い
つ
に
路
街
絡
連
び
及
路
道
線
幹
草
天
本
熊
①

て
い
つ
に
業
事
全
保
観
景
②

て
い
つ
に
場
車
駐
園
公
保
久
の
西
③

６

通
五
　

作
俊

共
報
情
の
等
時
生
発
害
災
る
守
を
命
生
の
民
住
域
地
①

て
い
つ
に
有

て
い
つ
に
育
教
災
防
②

て
い
つ
に
事
工
渫
浚
の
港
浜
高
③

７

崎
浜
　

昭
義

の
員
職
全
市
草
天
と
勢
態
れ
入
け
受
院
病
の
者
患
急
緊
①

て
い
つ
に
制
体
務
勤

て
い
つ
に
率
注
発
の
で
市
草
天
の
等
者
業
設
建
元
地
②

を
止
廃
の
税
画
計
市
都
な
平
公
不
③

８

木
赤
　

男
武

て
し
連
関
に
例
条
宅
住
営
市
草
天
①

て
い
つ
に
援
支
し
出
み
ご
の
者
い
が
障
や
者
齢
高
②

て
い
つ
に
置
配
の
等
課
・
部
の
内
舎
庁
③

き
そ
ん

か
ん
ど
こ
ろ

（※）

▲天草キリシタン館



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。

あまくさ市議会だより 13 あまくさ市議会だより 12

■平山  

本
渡
道
路
事
業
（
第
二
天
草
瀬

戸
大
橋
）、
連
絡
街
路
事
業
な
ど
の
進

捗
、
取
り
組
み
状
況
は
。

■建設部長  

本
渡
道
路
は
、
関
係
権
利

者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
用
地

取
得
が
昨
年
末
に
完
了
し
た
。
工
事
は

現
在
、橋
脚
27
基
の
う
ち
15
基
に
着
工
、

う
ち
３
基
が
完
了
し
、
年
度
末
に
は
さ

ら
に
４
基
が
完
了
見
込
み
で
、
橋
桁
１

区
間
も
製
作
準
備
に
入
る
。
連
絡
街
路

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
、
設
計
、
事

業
説
明
を
行
い
、
令
和
２
年
度
に
橋
梁

工
事
へ
着
手
し
、
令
和
４
年
度
完
成
を

目
ざ
し
て
い
る
。

■市長  

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
整
備
促

進
で
は
、
事
業
中
区
間
の
予
算
確
保
、

新
規
区
間
の
事
業
採
択
な
ど
に
つ
い
て

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
本
渡
道
路
の
令
和
４
年
度
開
通
、

大
矢
野
道
路
の
整
備
着
手
な
ど
着
実
に

前
進
し
て
い
る
同
道
路
の
早
期
完
成
に

向
け
強
力
に
事
業
促
進
を
訴
え
て
い
く
。

■平山  
天
草
の
自
然
景
観
再
生
、
主
要

公
園
整
備
の
取
り
組
み
状
況
は
。

■建設部長  

景
勝
地
な
ど
に
お
け
る
景

観
阻
害
要
因
の
除
去
な
ど
、
良
好
な
景

観
形
成
に
努
め
て
い
る
。
周
遊
ル
ー
ト

設
置
に
つ
な
げ
る
自
然
景
観
の
保
全
・

再
生
へ
も
取
り
組
む
。
景
観
再
生
を
契

機
に
来
園
者
が
増
加
し
て
い
る
十
万
山

公
園
の
利
活
用
拡
大
の
た
め
、
振
興
会

な
ど
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
市

道
の
適
切
な
維
持
補
修
に
努
め
る
。
西

の
久
保
公
園
駐
車
場
増
設
工
事
は
、
令

和
２
年
度
に
着
工
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
。

●
熊
本
天
草
幹
線
道
路
（
第
二
天
草
瀬
戸
大

　橋
）・
連
絡
街
路
に
つ
い
て

●
景
観
保
全
、
十
万
山
・
西
の
久
保
公
園
の

　取
り
組
み
等
に
つ
い
て

平
山 

泰
司 

議
員

●
自
治
体
病
院
の
重
要
性

●
地
元
事
業
者
等
へ
の
発
注

●
都
市
計
画
税
の
廃
止
を

浜
崎 

義
昭 

議
員

■浜崎  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
な
か
、地
域
医
療
は
重
要
。

厚
労
大
臣
は
、「
感
染
症
病
床
全
体
の

９
割
以
上
を
公
的
医
療
機
関
が
担
い
、

役
割
は
大
き
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

政
府
は
、
自
治
体
病
院
の
統
合
に
つ
い

て
は
撤
回
し
て
い
な
い
。
住
民
の
命
を

守
る
自
治
体
病
院
の
統
廃
合
撤
回
に
向

け
、
要
望
す
べ
き
。

■市長  

自
治
体
病
院
の
役
割
は
、
重
要

な
も
の
。
国
に
必
要
性
を
訴
え
る
。

■浜崎  

市
指
定
ご
み
袋
の
入
札
事
例
と

し
て
、
前
回
は
県
外
業
者
、
今
回
は
市

内
業
者
が
落
札
し
た
が
、
額
を
み
て
驚

い
た
。
利
益
が
な
く
て
も
無
理
を
し
て

入
札
に
参
加
し
て
い
る
状
況
。
限
定
さ

れ
た
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
臨
機
応

変
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

■総務部長  

地
元
事
業
者
を
主
体
と
し

た
発
注
に
よ
り
入
札
参
加
機
会
の
均
衡

性
を
保
ち
つ
つ
、
公
平
性
や
競
争
性
の

確
保
な
ど
に
努
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

■浜崎  

都
市
計
画
税
の
不
公
平
感
が
指

摘
さ
れ
廃
止
さ
れ
た
自
治
体
も
あ
る
。

「
都
市
計
画
区
域
に
住
ん
で
い
る
か
ら

生
活
が
楽
に
な
っ
た
」、「
収
入
が
増
え

た
」
な
ど
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
実
感
す

る
方
は
い
な
い
。
い
く
ら
徴
収
し
、
ど

こ
に
使
っ
て
い
る
の
か
。

■市民生活部長  
平
成
30
年
度
の
徴
収

額
は
、
本
渡
地
区
が
約
２
億
６
，６
８

７
万
円
、
牛
深
地
区
が
約
３
，５
２
６

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

■財政課長  

本
渡
地
区
で
は
道
路
整
備

事
業
や
公
共
下
水
道
な
ど
、
牛
深
地
区

で
は
公
園
整
備
を
実
施
し
て
い
る
が
、

両
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
れ
く
ら
い
使
っ

た
か
区
分
け
し
て
い
な
い
。

●
地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
災
害
発
生
時
等

　の
情
報
共
有
に
つ
い
て

●
防
災
教
育
に
つ
い
て

●
高
浜
港
の
浚
渫
工
事
に
つ
い
て

五
通 

俊
作 

議
員

●
森
林
環
境
税
・
譲
与
税
と
新
森
林
経
営
管
理

　制
度
に
つ
い
て

●
自
然
公
園
や
景
勝
地
の
景
観
整
備
に
つ
い
て

前
田 

正
之 

議
員

■前田  
森
林
環
境
税
・
譲
与
税
に
つ

い
て
。

　
新
税
の
創
設
の
趣
旨
、
制
度
の
仕
組

み
、
税
収
規
模
、
譲
与
基
準
な
ど
を
問

う
。■農林整備課長  

森
林
環
境
税
は
、
国

税
と
し
て
年
額
千
円
が
個
人
住
民
税
均

等
割
納
税
者
に
令
和
６
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
課
税
に

先
行
し
て
令
和
元
年
度
か
ら
交
付
さ
れ

る
。
譲
与
税
と
し
て
県
・
市
に
配
分
交

付
さ
れ
、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

の
創
設
に
伴
う
森
林
整
備
な
ど
、
新
規

の
林
業
施
策
に
活
用
さ
れ
る
。

■前田  

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
の
施
策
、
経

営
管
理
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

■経済部長  

こ
れ
ま
で
進
展
し
な
か
っ

た
森
林
整
備
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、

新
た
な
施
策
を
計
画
実
施
す
る
。
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
後
に
、
適
正
な
森
林

管
理
な
ど
を
森
林
経
営
者
に
委
託
す

る
。
経
営
不
適
な
森
林
は
、
市
が
直
接

管
理
す
る
。
林
業
経
営
の
効
率
化
、
持

続
的
で
多
面
的
な
、
機
能
発
揮
に
資
す

る
こ
と
と
し
て
、
財
源
使
途
は
公
表
す

る
。■前田  

自
然
公
園
や
展
望
所
、
景
勝
地

な
ど
の
景
観
整
備
に
つ
い
て
。

　
未
整
備
に
よ
り
美
し
い
景
観
が
損
な

わ
れ
て
い
る
が
、
森
林
環
境
譲
与
税
財

源
を
活
用
し
て
、
景
観
整
備
を
で
き
な

い
か
。■市長  

こ
れ
ま
で
景
観
整
備
事
業
に
よ

り
自
然
景
観
の
保
全
、
再
生
に
努
め
て

き
た
。
未
整
備
地
に
つ
い
て
は
、
森
林

所
有
者
と
一
体
と
な
っ
て
、
様
々
な
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
、
天
草
の
美
し
い

景
観
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■五通  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用

し
て
、
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
業
界
団
体
と
の
情
報
を
共
有
す
る
シ

ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

■総務部長  

熊
本
県
防
災
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
は
、
災
害
現
場
か
ら
直
接
シ
ス

テ
ム
へ
被
害
報
告
す
る
機
能
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
災
害
報
告
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
か
ら
も
可
能
で
、
災
害
発
生

場
所
の
位
置
情
報
を
地
図
上
に
表
示
し

関
係
機
関
で
共
有
で
き
る
た
め
、
活
用

し
て
い
く
。

■五通  

岩
手
県
鵜
住
居
小
学
校
、釜
石

東
中
学
校
の
生
存
率
99
・
８
％
は
奇
跡

じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
想
定
外
を
生
き
抜

く
力
だ
。
地
震
直
後
、
生
徒
た
ち
が
迅

速
な
対
応
が
で
き
た
の
は
、
防
災
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
で
あ
る
。
本
市
の

防
災
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

■教育長  

危
機
意
識
を
持
た
せ
周
り
の

大
切
な
人
の
命
に
目
を
向
け
、
災
害
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
る
防
災
教

育
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
し
た
ら
身
を

守
れ
る
か
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
防

災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■五通  

高
浜
港
の
課
題
に
対
し
て
市
の

考
え
は
。■建設部長  

河
川
か
ら
排
出
さ
れ
る
土

砂
な
ど
に
よ
り
、
港
を
利
用
す
る
船
舶

の
航
行
に
支
障
を
与
え
る
な
ど
、
改
善

す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
地
元
関
係
者
や
漁
協
な
ど
と
調
整

を
図
り
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

▲急ピッチで進む本渡道路

し
ゅ
ん
せ
つ

う
の
す
ま
い
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政務活動報告
令和2年1月28日～30日 政友会（浜崎昭臣・平山泰司 ・船辺 修・柴田 誠）・公明党（赤木武男）

■赤木  
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
４

月
１
日
か
ら
入
居
の
際
に
連
帯
保
証
人

が
保
証
す
る
極
度
額
が
設
定
さ
れ
る
。

身
寄
り
の
少
な
い
高
齢
者
な
ど
、
連
帯

保
証
人
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
低
廉

な
市
営
住
宅
へ
の
入
居
が
厳
し
く
な

る
。
県
や
熊
本
市
は
連
帯
保
証
人
を
廃

止
す
る
が
、本
市
も
廃
止
す
べ
き
で
は
。

■建設部長  

本
市
は
98
％
以
上
の
収
納

率
を
維
持
し
て
い
る
が
保
証
人
確
保

は
、
家
賃
債
務
の
保
証
以
外
に
滞
納
へ

の
抑
止
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■赤木  

住
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
市
営
住
宅
の
役
割
と
極
度

額
を
設
定
さ
れ
る
月
数
を
伺
う
。

■建設部長  

居
住
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
生
活
困
窮
者
、
障
が
い
者
な
ど
、

住
宅
確
保
に
配
慮
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
極
度
額
の
設
定
金
額
は
「
家
賃

の
18
カ
月
分
」
と
考
え
て
い
る
。（
家

賃
が
２
万
円
の
場
合
、
36
万
円
）

■赤木  

病
気
や
体
の
衰
え
に
よ
り
、
ご

み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
。
高
市
総
務
大
臣
は
、
閣
議
後
の
会

見
で
「
自
治
体
が
取
り
組
む
ご
み
出
し

支
援
に
、
５
割
の
経
費
を
措
置
す
る
。

全
国
的
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」と
述
べ
た
が
、本
市
で
ご
み
出
し
支

援
策
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

■市長  

市
社
協
が
実
施
主
体
の
「
ほ
っ

と
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
も
あ
る
が
、

新
年
度
か
ら
市
内
各
地
の
状
況
に
応
じ

た
「
訪
問
介
護
員
専
用
の
燃
や
せ
る
ご

み
回
収
拠
点
」
を
設
置
し
、
高
齢
者
に

優
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
天
草
市
営
住
宅
条
例
に
関
連
し
て

●
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
ご
み
出
し
支
援

赤
木 

武
男 

議
員

 視察報告
　石垣市では、平成22年８月に観光基本計画を策定し、
平均宿泊数を3泊以上、リピーターを毎年6割以上、空
港国際線施設の乗降客数8万人などの目標を掲げ、「住ん
でよし・訪れてよし」の観光による豊かなまちづくりを
実践されていたほか、地元高校生による市の魅力発信も
行われていました。
　また、石垣島マラソン大会のスタッフ確保のため、運
営体制を見直し、これまでの10部門を今大会から8部門
に減らしたことで、高校生や市民のボランティアが増加
したとのことでした。
 視察を終えて
　本市も空港な
どを利用した観
光客誘致など、
大人目線だけで
なく、高校生な
どの目線での市
の魅力発信も必
要と感じました。

【沖縄県石垣市】　石垣市の観光振興について
いしがき

 視察報告
　道の駅「豊崎」は沖縄県内で6番目の道の駅としてオ
ープンし、豊見城市観光協会が市から委託を受け管理運
営をされていました。道の駅としての「休憩・情報発信・
地域連携」の3つの機能に加え、隣接する「レンタカース
テーション」（1日約2,000台の利用）と一体となり交通拠
点としての機能を果たす全国初の道の駅でありました。
　館内には大型ディスプレイでフライト、渋滞、雨雲レー
ダーなどの情報を発信され、隣接の食彩館はJA女性部
のスタッフが中心となり、地元産にこだわった商品を販
売されていました。　
　また、レンタカー事業者と協力してタイヤ安全プロ
ジェクト、消防救急フェスタなど、子どもも参加できる
イベントも行われていました。
 視察を終えて
　本市でも道の駅の機
能充実、地域の方々と
一体となったイベント
企画が必要と感じまし
た。

【沖縄県豊見城市】　道の駅「豊崎」について
と み ぐ す く

令和2年1月28日～30日 天政会（池田裕之・脇島義純・中村三千人・勝木幸生・鶴戸継啓）

 視察報告
　本商店街では、国の「廃業支援制度」を活用し、民間
が主体となった地域経営が行われており、人が集まる商
店街再開発を展開することで、地権者の新たな収入、税
収は自治体の収入とする仕組みを形成されていました。
また、そこに暮らす住民に対しても安心かつ快適に生活
できるよう、ライフインフラ再整備を行うことにより、
商店街再開発につながっていました。
 視察を終えて
　本市とは人口密度が違いますが、一つの成功再編のあ
り方を踏まえ、本市商店街に提言していきます。

【香川県高松市】　高松丸亀町商店街の取り組み
　　　　　　　　について

たかまつ

 視察報告
　父母ヶ浜では、フォトコンテストに出展された海に映
った自分の姿が鏡に映ったように見える１枚の写真が
SNSで発信されたことがきっかけで、人気が高まり、「瀬
戸内の天空の鏡」というネームで観光名所となり、人気
が一気に広がったとのことでした。
 視察を終えて
　本市においても、官民一体で地域の良さを再発見・利
用することが、地域づくりの一つの手法になることを提
言していきます。

【香川県三豊市】　父母ヶ浜を活用した観光振興
　　　　　　　　について

み と よ
ち ち ぶ が は ま

 視察報告
　松山市では、消防団のなり手不足対策として、平成
17年度の機能別団員である郵政消防団員採用をかわき
りに、大学生や事業所、レディース消防団員採用など、
団体の消防組織を編成され、迅速な災害情報の収集のほ
か、就業時間中限定の消防団員、日中限定の女性消防団
員など消防団の充実強化に努められていました。
 視察を終えて
　本市においても、消防組織を守るためには、各種団体
のご協力もいただきながら、機能別団員の増加につなげ、
それぞれの役目をもって地域を守っていかなければなら
ない時代にきていると感じました。

【愛媛県松山市】　消防団の充実強化、みんなで
　　　　　　　　歩いて暮らせるまちづくり

まつやま

道の駅「豊崎」

　１月20日、熊本県市議会議長会
が主催する第27回熊本県市議会議
員研修会が熊本城ホールで開催さ
れ、本市議会からも22人の議員が
参加しました。
　今回は、東京大学教養学部客員准
教授の松本真由美氏を講師に招き、

「ＳＤＧｓが目ざす世界とは？地域、
そして私たちができることは？」と
題して講演されました。
　講演では、ＳＤＧｓの説明、自治
体や企業での取り組み事例の紹介の
ほか、地域における持続可能な開発
目標について話がありました。
　ＳＤＧｓへの理解を深める貴重な
研修となりました。

議員力の向上を目ざして！
ＳＤＧｓへの理解を深める

▲県下の市議会議員が参加

て
い
れ
ん

一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。

もえる
ごみ

もえる
ごみ
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主な内容
●新規就農サポートセンターを開設 …………………Ｐ２～３
●令和２年度一般会計当初予算を審査しました ……Ｐ６～７
●補正予算の内容 ………………………………………Ｐ８
●一般質問 ………………………………………………Ｐ10～14
●政務活動報告 …………………………………………Ｐ15
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　先
日
、
私
が
大
好
き
な
芸
人
さ
ん
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
、
改
め
て
怖

い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
目
に
見

え
な
い
敵
で
も
あ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
な
か
、
デ
マ
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

な
く
な
る
な
ど
の
状
況
も
起
き
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
不
安
に
な
る
よ
う
な
デ
マ
は
、
本
当
に

迷
惑
で
困
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
詐
欺
な
ど

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　ぜ
ひ
、
天
草
市
の
安
心
安
全

メ
ー
ル
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
正
確
な
情
報
を
知
り
、
冷

静
な
判
断
と
行
動
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
柴
田

　誠
）

2020年５月号
第32号市議会だより

　天草西海岸の十三仏公園には、ソメイヨシノ約200本が
きれいに咲き誇り、そこから見える景勝地・妙見浦との
コラボレーションは、訪れた人々の心を癒していました。
　この妙見浦をはじめとする天草の自然資源の活用を推
進するため、４月から、これまでの天草ジオパークの活
動を引き継ぎ、「海にうかぶ博物館あまくさ」としての活
動が始まりました。　　　　（７ページに関連予算を掲載）

春の訪れとともに、
新たな活動が始まる
春の訪れとともに、
新たな活動が始まる

あまくさ

市議会だより
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県
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追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令

天草市安心安全メール
門口　徹

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

移住定住促進の取り組みのその後を追跡せよ‼

移住定住促進の取り組みに関する追跡調査報告書

　県内でもトップクラスの移住者数を数える本市。平成30年第３回定例会における
一般質問において、移住・定住の増加を図るためのニーズに応じた支援について説明
を求めたところ、中村市長より「平成30年度中に、移住・定住促進計画を策定し、
４年間で400人の受け入れを目ざす」との答弁が行われた。
　今回は、「移住・定住促進の取り組み」のその後を追跡し、報告せよ！！

　中村市長の答弁後の平成31年３月には、「天
草市移住・定住促進計画」が策定され、本市
の移住・定住の明確な方針が示されました。
　本市では、移住・定住にかかる取り組みを
開始した平成20年度から本年３月末までの間
に、341世帯、665人の移住者を受け入れて
いるところです。平成27年度からは、本市へ
の移住者を市の「移住・定住コーディネーター」
として任用（現在３人）し、移住希望者のニー
ズ把握ときめ細かな相談体制を整備したこと
で増加が著しく、特に、平成29年度と平成30
年度は年間100人を超える多くの方々に、本
市を移住先として選んでいただいております。

　また、年に２
回開催されてい
る移住者交流会
の参加者を対象
に実施したアン
ケート調査によ
ると、本市へ移
住する決め手と
して「住居に関
する支援があっ
たこと」が約半数を占め、続いて「地元の方
の紹介があったこと」が３割を占めています。
　このことは、県内でもいち早く空き家バン
クに取り組んだことや、地域が移住者を温か
く受け入れる雰囲気が醸成されているあらわ
れです。
　「天草市移住・定住促進計画」では、天草で
見つけた自分らしい暮らし「あまくさライフ」
を基本理念として、「住まい」「仕事」「暮らし」
「情報」の４つの柱のもと、令和元年度からの
４年間で、新規の問い合わせ件数1,200件、
移住者数400人の目標が掲げられています。
目標達成に向けて、関係部署が連携を図りな
がら、着実に取り組みが進められていました。
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移住世帯数
【移住世帯数の推移】
移住者数

※平成30年度末の定住率は約87％
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120 H20年度からR1年度で

341世帯、665人
が移住

▲東京での移住相談会のようす


